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第４回 新福岡市水道長期ビジョン懇話会 議事要旨 

 

■ 日 時 平成 28年 12月 5日（月）15:00～15:50 

 

■ 場 所 福岡市水道局 別館２階 大会議室 

 

■ 出 席 者 〔委員〕 

   池山委員、宇野委員、小出委員、広城委員（座長）、藤田委員、 

前田委員 

（欠席：加留部委員） 

 

■ 傍 聴 者 １名 

 

■ 議事次第 

１ 開会 

２ 議事 

（１） 福岡市水道長期ビジョン 2028（原案）のパブリック・コメントの結果について 

３ 閉会 

 

 

＜配布資料＞ 

・ 福岡市水道長期ビジョン 2028（原案） 市民意見募集の結果（概要） 

・ 福岡市水道長期ビジョン 2028（最終案）の概要 
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１ 開会 

 

２ 議事 

（１）福岡市水道長期ビジョン 2028（原案）のパブリック・コメントの 

結果について 
 
＜資料を事務局から説明＞ 

 
 パブリック・コメントの結果、18 人から 46 件の意見が提出されたとのこと

だが、期間中の意見提出ペースはどのような状況であったのか。 
  

 実施期間の中盤までは数人の意見提出にとどまっていたが、期間の終了直前

にまとまった意見提出がなされた。 

 

 意見提出の一助となるよう、ＳＮＳを使ってパブリック・コメントについて

知人等に情報提供した。知人からは、意見を提出したとの反応があり、ＳＮＳ

を用いた周知は効果があると思われた。また、パブリック・コメントでは、水

道局のホームページから直接意見を提出することができ、意見の提出がしやす

い工夫がなされていたと思う。 

 

 今回実施したパブリック・コメントの結果については、どのように市民に公

表するのか。 

 

 パブリック・コメントの実施結果については、本懇話会で配布した資料と同

様の資料をホームページなどで公表していく。 

 

 意見を提出した市民は、どのように意見が取り扱われたのか知りたいと思う

ので、意見に対する市の考え方がしっかり伝わるよう公表してもらいたい。 

 

 ボランティア活動に興味を持つ小中学生は多いと聞いている。小中学生が参

加しやすい水源地域での植樹などのボランティア活動を、より充実させるとと

もに、広く周知していってもらいたい。 

 

 水道局では、子どもや親子が参加できる水源地域との交流イベントを実施し

ている。イベントは、ホームページや広報紙で周知しており、毎回、募集定員

を超える応募がなされている。予算上の制約もあり、すぐに参加者の数を増や

すことは難しいが、今後どれくらい参加者数を増やしていけるのか、広報の工

夫と併せて考えさせていただきたい。 

 

 水源地域との交流イベントでは、福岡市が設立した基金などを活用して事業

を実施しているのか。 
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 市のほかに国や県も基金を設置しており、これらの基金から助成金の交付を

受けながら交流イベントを実施している。 

  

 11月８日に発生した博多駅前の地下鉄工事に伴う道路陥没事故において、水

道局ではどのような対応を行ったのか。 

 

 当日５時 15 分ごろの道路陥没と同時に配水管が破損し、配水管から漏水が

発生したほか、破損した配水管から給水していた建物３棟が断水した。水道局

では、事故発生の２分後に、水管理センターで現場付近の配水管の水圧が異常

低下したことを検知し、同時に警察から道路陥没発生の一報もなされたことか

ら、道路陥没現場に職員を急行させ、破損した配水管付近のバルブを閉める作

業を行い、事故発生の２時間後には配水管からの漏水を止めた。なお、建物３

棟の断水については、給水管の仮復旧を行い、11 月 11日に断水を解消した。 

 

 もし、水管理センターがなかったら、水道の復旧にどのような影響が出たと

想定されるのか。 

 

 今回の事故では、現場でのバルブ操作により配水管からの漏水を止めたほ

か、水管理センターで現場周辺の配水管の水圧を調整し、水圧低下による出水

不良などを最小限にとどめることができた。水管理センターがなければ、配水

管の水圧調整が速やかにできず、出水不良などの給水への影響が長期かつ広範

囲に及ぶことになったと思われる。 

 

 この事故の影響により断水などが発生したとのことだが、水道に関して市民

生活へどのような影響が出たのか。 

 

 配水管の破損に伴い、現場付近の水道水の流れが急速に変化したため、博多

区、中央区の一部で水道水に濁りが発生したが、当日午前中までに解消した。

また、陥没現場に面する建物３棟が断水したものの、陥没後すぐに入居者が避

難しており、断水による実質的な影響はなかった。 

 

 

３ 閉会 
 

 会議冒頭に事務局から説明がなされたとおり、本懇話会は第４回をもって終了と

なる。これまで４回にわたり、委員から活発な議論をしていただいた。事務局から

は、委員各位の意見を取り入れることで、新ビジョンはブラッシュアップされたと

聞いている。 

 本懇話会については、これで終了とする。 

 


